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第
二
回
大
会
開
催
の
御
案
内

を
、
自
分
が
見
た
こ
と
体
験
し
た
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
客
観
的
に
捉
え
得
る
か
、

制
度
・
教
育
・
管
理
の
面
か
ら
三
人
の

方
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う

に
絡
み
あ
う
か
、
試
み
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
す
。

盛
夏
の
折
で
す
が
、
多
く
の
方
々
の

御
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

昨
夏
、
暑
い
京
都
で
日
本
看
護
歴
史

学
会
の
設
立
総
会
を
迎
え
て
か
ら
、
早

や
一
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
一

年
間
、
皆
さ
ま
に
は
「
看
護
歴
史
」
　
に

ど
の
よ
う
に
向
い
あ
っ
て
お
通
し
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

本
会
の
一
年
間
は
、
「
近
代
看
護
婦

発
祥
一
〇
〇
年
」
を
ど
の
よ
う
に
迎
え

る
か
と
、
そ
の
準
備
に
終
始
し
ま
し

た
。
誕
生
し
た
ば
か
り
の
本
会
に
は

大
き
な
行
事
を
行
う
経
済
的
・
人
的
基

盤
が
弱
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り

危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
一

八
八
八
年
か
ら
百
年
目
は
今
年
し
か
な

い
」
と
い
う
、
歴
史
研
究
者
に
は
躊
躇

で
き
な
い
強
い
信
念
と
精
力
的
な
働
き

に
よ
り
、
ま
た
賛
同
さ
れ
た
多
く
の
方

々
の
御
好
意
に
支
え
ら
れ
て
、
「
看

護
婦
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」

山

　

本

　

捷

　

子

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
六

月
～
七
月
に
京
都
で
、
八
月
東
京
で
、

九
月
名
古
屋
で
の
開
催
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
お
誘
い
合
せ
て
御
覧
下

さ
い
。

記
念
の
美
し
い
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
も

作
り
ま
し
た
。

本
会
の
第
二
回
大
会
は
、
近
代
看
護

婦
発
祥
一
〇
〇
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
、
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

特
に
記
念
講
演
は
、
看
護
婦
の
歴
史
的

背
景
と
し
て
関
連
深
い
女
子
教
育
史
の

立
場
か
ら
、
興
味
深
い
お
話
が
う
か
が

え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

研
究
報
告
は
本
年
度
よ
り
公
募
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
研
究
成
果

を
発
表
し
て
頂
く
場
と
し
て
、
今
後
の

応
募
を
お
考
え
下
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
身
近
な
現
代
史
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日
本
看
護
歴
史
学
会

第
二
回
大
会
開
催
日
程

会
期
8
月
謝
日
出
8
月
2

1
日
脚

会
場
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
講
堂

第
　
山
　
目
　
（
8
月
謝
日
）

1
3
時
～

1
3
時
3
0
分
～

1
3
時
亜
分
～
1
4
時
亜
分

受
付
開
始

開
　
会

記
念
講
演

「
女
子
教
育
史
の
視
点
か
ら

看
護
教
育
を
考
え
る
」

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

村
田
鈴
子
氏

15
時
～
1
6
時
研
究
報
告

司
会
高
橋
み
や
子

W
赤
十
字
博
物
館
と
保
健
衛
生
活
動

飯
鳥
美
代
子
氏

脚
「
高
山
盈
の
生
涯
」
の

研
究
過
程
に
つ
い
て

吉
川
龍
子
氏

1
6
時
～
1
7
時

総
　
会

司
会
　
氏
家
幸
子

庶
務
・
事
業
・
決
算
報
告
・
l
九
八

八
年
度
活
動
方
針
・
予
算
審
議

18
時
～
討
時

第
二
日
（
8
月
2
1
日
）

9
時
3
0
分
～
ほ
時
卸
分

1
3
時
卸
分
～
1
4
時

懇
親
会

分
科
会

分
科
会
報
告

「
同
時
代
史
と
し
て
の
戦
後
の
看
護
を

語
る
」

司
会
　
山
本
捷
子

看
護
制
度
の
面
か
ら
　
都
築
　
公
氏

看
護
教
育
の
面
か
ら
　
武
藤
美
知
氏

看
護
制
度
の
面
か
ら
　
草
刈
淳
子
氏

1
5
時
刃
分
　
　
　
　
　
　
　
閉
　
会

出
席
さ
れ
る
場
合
は
左
記
の
事
項
に

御
留
意
く
だ
さ
い
。

闇
　
会
員
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

闇
　
大
会
参
加
費
　
　
三
〇
〇
〇
円

懇
親
会
会
費
　
　
三
〇
〇
〇
円

2
日
目
の
昼
食
　
一
〇
〇
〇
円

闇
　
出
席
の
有
無
、
参
加
希
望
の
分
科

会
名
、
懇
親
会
参
加
の
有
無
、
二
日

目
の
昼
食
希
望
の
有
無
を
、
で
き
る

だ
け
事
前
に
ハ
ガ
串
に
て
大
会
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

川
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
I
T
三

〒

日
赤
看
護
大
学

℡
　
〇
三
－
四
〇
九
－
〇
八
七
五

貰
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
－
三
二

日
赤
看
護
大
学
内
山
本
研
究
室
気
付

日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
事
務
局 宛

新
入
会
員
紹
介

0
狩
谷
明
美
〒
5

9
0
堺
市
大
仙
竺

－
一
大
阪
府
立
白
菊
高
校

第
二
回
大
会
申
込
書

1
．
会
員
番
号

2
．
氏
　
　
名

3
．
出
席
の
有
無

4
．
参
加
希
望
の
分
科
会
名

5
∵
　
懇
親
会
参
加
の
有
無

6
．
二
日
目
昼
食
希
望
の
有
無

0
坂
田
美
善
子

0
善
多
智
子

（
非
常
勤
）

0
佐
藤
善
根
子

町

一

－

一

病
院
分
娩
室

0
小
山
田
信
子

町
ニ
ー
一

大
0
中
嶋
八
重
子

関
西
看
護
専
門
学
校

大
阪
城
南
女
子
短
大

〒
9

8
0
仙
台
市
星
陵

東
北
大
学
医
学
部
附
属

〒
9

8
0
仙
台
市
星
陵

東
北
大
学
医
療
技
術
短

〒
6
9
9
－
5
3
兵
庫
県

※
　
宿
泊
所
の
斡
旋
は
し
ま
せ
ん
が
、

御
希
望
の
方
は
会
場
近
く
の
ホ
テ
ル

等
の
リ
ス
ト
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
、
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

城
崎
郡
日
高
町
羽
尻

0
内
藤
寿
善
子
〒
1
6

2
東
京
都
新
宿

区
信
濃
町
三
五
慶
応
義
塾
看
護
短

大0
加
納
尚
美

申
四
〇
八

〒
2
7
7
　
千
葉
県
相
市
根

（
六
月
二
〇
日
　
現
在
）

坤
中
霊
蔓
草
…
‥
A
5
判
／
〓
二
、
0
0
0
円

保
健
医
療
の
現
場
で
働
く
方
々
に
必

携
の
霊
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た

r
手
謙
学
大
辞
典
」
　
の
全
面
改
訂
版
。

い
よ
い
よ
三
月
に
刊
行
′

今
回
の
改
訂
で
収
韓
語
彙
は
三
万
語

に
。
も
ち
ろ
ん
　
〝
看
護
史
″
　
に
関
す
る

語
彙
も
さ
ら
に
充
実
。

生
き
て
い
る
青
葉
を
徹
底
収
載
し
た

本
書
を
是
非
あ
な
た
の
座
右
に
。
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近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念

「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」

京
都
で
の
開
催
は
じ
ま
る

す
で
に
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
本
会

で
は
日
本
に
近
代
的
看
護
婦
が
誕
生
し

て
か
ら
百
年
目
に
あ
た
る
今
年
、
記
念

行
事
と
し
て
写
真
展
を
開
催
し
、
広
く

一
般
に
看
護
婦
の
歴
史
を
知
っ
て
頂
こ

う
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
会
員
外
の
方
々

か
ら
も
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
去

る
六
月
二
二
日
か
ら
京
都
で
の
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

看
護
史
上
の
主
要
な
出
来
事
を
、
女

性
史
の
視
点
を
交
え
な
が
ら
、
四
一
点

の
パ
ネ
ル
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。
開

催
地
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
近

く
の
方
は
ぜ
ひ
御
覧
下
さ
い
。
ま
た
、

知
人
・
友
人
の
方
々
に
も
お
知
ら
せ
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

△
京
　
都

6
月
2
日
～
7
月
訪
日

京
都
市
地
下
鉄
御
池
駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
社
団
法
人
京
都
府
看
護
協
会
共
催
／

京
都
府
・
京
都
市
後
援
）

J
R
京
都
駅
ま
た
は
阪
急
四
条
鳥
丸
駅

よ
り
地
下
鉄
乗
り
換
え
、
御
池
駅
下
車

△
東
京
（
責
任
者
申
安
み
ど
り
氏
）

8
月
謝
日
～
8
月
㌘
日

東
京
都
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
ふ

く
し
展
示
コ
ー
ナ
ー

J
R
飯
田
橋
駅
隣
接
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ

ザ
七
階

△
名
古
屋
（
責
任
者
山
田
童
子
氏
）

9
月
1
5
日
～
9
月
2
1
日

三
越
デ
パ
ー
ト
A
階
段
展
示
場
（
愛
知

県
看
護
協
会
協
賛
）

J
R
名
古
屋
駅
よ
り
市
営
地
下
鉄
乗
り

換
え
、
栄
（
さ
か
え
）
駅
下
車
す
ぐ

◎
写
真
提
供
な
ど
に
御
協
力
頂
い
た
方

大
嶽
康
子
氏
・
沖
縄
県
立
平
和
祈
念

資
料
館
・
川
原
貞
氏
・
兼
松
百
合
子
氏

京
都
市
職
労
病
院
支
部
・
グ
レ
ー
ス
幼

稚
園
・
慈
恵
看
護
専
門
学
校
・
自
治
労

女
子
学
院
・
聖
路
加
国
際
病
院
・
高
橋

政
子
氏
・
高
畑
芳
枝
氏
・
東
大
明
治
新

聞
雑
誌
文
庫
・
同
志
社
大
学
社
史
編
纂

所
・
日
本
医
学
文
化
保
存
会
・
日
本
看

護
協
会
出
版
会
・
日
本
赤
十
字
社
・
日

本
赤
十
字
看
護
大
学
・
見
藤
隆
子
氏
・

山
崎
智
子
氏
（
五
十
音
順
）

写
真
展
開
催
の
た
め
の

寄
付
状
況

洲
脇
絢
子

近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
を
記
念
し
、

「
看
護
婦
百
年
の
あ
ゆ
み
写
真
展
」
開

催
の
た
め
の
御
寄
付
を
皆
様
方
に
募
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
月
十
六
日
現
在
で

五
十
万
六
千
二
百
三
円
の
御
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
御
厚
意
に
感
謝

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
東
京
会
場
お
よ
び
名
古
屋
会

場
ま
で
の
搬
送
料
等
が
、
あ
と
二
十
万

円
程
度
か
か
り
そ
う
で
す
の
で
、
当
初

の
目
標
額
以
上
に
資
金
を
必
要
と
し
ま

す
。
引
き
続
き
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
者
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

団
　
　
体

五
万
円
＝
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会

三
万
五
千
二
百
三
円
＝
京
都
市
立
病
院

有
志
一
同

三
万
円
＝
其
興
交
易
医
書
出
版
部

へ
る
す
出
版

五
千
円
＝
京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
あ

か
ね
同
窓
会

本
会
会
員

三
万
円
＝
高
田
節
子
◇
福
本
　
恵
◇
洲

脇
絢
子

二
万
円
＝
高
橋
み
や
子
◇
亀
山
美
知
子

一
万
円
＝
村
山
惟
子
◇
大
平
政
子
◇
小

栗
克
子
◇
藤
村
龍
子
◇
ラ
イ

ダ
ー
島
崎
玲
子

五
千
円
＝
吉
川
龍
子
◇
鵜
沢
陽
子
◇
宗

像
麗
子
◇
草
刈
淳
子

三
千
円
＝
花
鳥
具
子

二
千
円
＝
木
村
秀
昭
◇
伊
賀
童
子
◇
花

岡
真
佐
子
◇
菅
原
ス
ミ

千
円
＝
豊
田
淑
恵
◇
朝
倉
あ
つ
子
◇
山

本
京
子
◇
川
中
絢
子
◇
三
根

哲
子
◇
宮
田
茂
子

一

　

般

一
万
円
＝
小
林
　
博
◇
新
保
慎
一
郎
◇

見
藤
隆
子
◇
野
口
美
和
子
◇

谷
口
尚
樹
◇
前
原
澄
子

五
千
円
＝
井
崎
や
え
子
◇
藤
澤
み
ほ
子

◇
山
本
行
隆
◇
和
泉
春
美
◇

村
上
愛
子
◇
矢
野
エ
ツ
子
◇

谷
下
久
子
◇
安
濃
保
能
◇
四

方
貞
子
◇
村
上
静
子
◇
福
田

正
宏

三
千
円
＝
岸
　
　
正
◇
兼
松
百
合
子

二
千
円
＝
山
下
正
子
◇
勝
俣
京
子
◇
白

井
節
子

千
円
＝
池
上
順
子
◇
永
田
　
瑞
◇
奥
田

八
重
子
◇
菊
　
井
◇
川
本
昌

子
◇
西
田
直
子
◇
今
川
悦
子

◇
宇
戸
口
和
子
◇
船
橋
邦
子

◇
田
嶋
陽
子
◇
溝
口
明
代
◇

井
上
輝
子
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分
科
会
と
分
科
会

活
動
に
つ
い
て

分
科
会
担
当
　
高
橋
み
や
子

第
一
回
大
会
の
時
、
鵬
四
の
分
科
会

が
誕
生
し
ま
し
た
。

分
科
会
や
分
科
会
活
動
に
は
様
々
な

開
き
方
や
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

分
科
会
や
分
科
会
活
動
は
、
専
門
領

域
を
分
科
し
て
、
研
究
内
容
を
深
め
て

行
く
事
で
、
研
究
者
同
志
の
情
報
交
換

を
す
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。

看
護
関
係
の
多
く
の
学
会
で
は
、
専

門
分
科
さ
れ
た
分
科
会
の
数
が
少
な
い

上
に
、
会
員
数
の
多
い
こ
と
も
あ
り
マ

ン
モ
ス
化
し
、
分
科
会
は
単
な
る
短
時

間
の
研
究
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
ハ

ま
し
て
、
日
常
の
分
科
会
活
動
や
研
究

会
と
は
直
結
し
な
い
事
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
文
科
系
の
学
会
で
は
学
問
の

性
格
上
、
分
科
会
は
、
研
究
発
表
と
意

見
交
換
に
多
く
の
時
間
を
割
き
、
発
表

者
・
参
加
者
双
方
に
と
っ
て
実
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
分
科
会
活
動
や

研
究
会
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

本
学
会
は
文
科
系
で
、
研
究
者
も
ま

だ
少
な
い
新
し
い
領
域
の
学
会
で
す
。

そ
の
た
め
、
看
護
関
係
の
従
来
の
方
法

と
は
異
な
っ
た
、
独
自
の
分
科
会
と
分

科
会
活
動
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。事

い
な
こ
と
に
、
・
本
学
会
の
会
員
数

は
二
百
名
弱
と
少
な
く
、
全
会
員
が
看

護
歴
史
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
新
し
い
分
科
会
と

分
科
会
活
動
を
推
進
す
る
力
と
な
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
本
学
会
の
分
科
会
と
分
科
会

活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

分
科
会
活
動
は
、
先
ず
自
分
の
関
心

分
野
を
明
確
に
す
る
事
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
関
心
分
野
が
明
確
に
な
り
し
だ
い
、

既
存
の
分
科
会
に
入
り
ま
す
。
も
し
、

該
当
す
る
分
科
会
が
な
け
れ
ば
新
た
に

分
科
会
を
結
成
し
、
代
表
者
を
決
め
ま

す
。
そ
の
後
は
、
代
表
者
を
中
心
に
学

習
や
研
究
活
動
を
行
い
、
で
き
れ
ば
大

会
時
に
、
そ
の
成
果
を
研
究
報
告
会
か

分
科
会
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
分
科
会
と
は
別
個
に
、
地
区

毎
に
研
究
会
活
動
を
行
う
事
も
推
奨
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
会
時
の
各
分
科
会
は
、
分
科
会
の

メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に
企
画
し
ま
す
。

内
容
は
、
研
究
発
表
か
話
題
提
供
を
行

い
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
討
議
・
意
見

交
換
や
情
報
交
換
を
行
う
等
々
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
会
員
の
主
体
的
・

自
主
的
な
学
習
と
研
究
活
動
が
中
心
と

な
り
ま
す
。
会
員
が
自
ら
作
り
あ
げ
て

行
く
分
科
会
で
あ
り
、
分
科
会
活
動
な

の
で
す
。

本
年
度
は
、
意
思
表
示
の
有
為
に
か

か
わ
ら
ず
、
全
て
の
分
科
会
を
開
く
予

定
で
す
。

現
在
、
内
容
が
決
定
し
て
い
る
分
科

会
は
次
の
通
り
で
す
。

G
H
Q
＝
研
究
発
表
者
、
ラ
イ
ダ
ー

島
崎
玲
子
氏

臨
床
看
護
史
＝
研
究
発
表
者
、
大
西

雅
子
氏
　
　
司
会
、
鵜
沢
陽
子
氏

助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
＝
研
究
発
表

者
、
小
野
清
美
氏

今
後
、
内
容
が
決
定
し
た
分
科
会
の

代
表
者
、
あ
る
い
は
研
究
発
表
、
話
題

提
供
を
希
望
す
る
方
は
、
分
科
会
担
当

（
高
橋
）
　
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
が
で
き
ま
し
た

近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
を
記
念
し
て

本
会
で
は
写
秦
の
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
（
甜
度
数
　
八
百
円
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
の
真
申
に

は
百
年
前
桜
井
女
学
校
を
卒
業
し
た
看

護
婦
生
徒
た
ち
の
写
兵
を
あ
し
ら
っ
て

あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
京
都
在
住

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
藤
美
津
子
さ
ん
。

第
二
回
大
会
々
場
で
も
販
売
し
ま
す

が
、
郵
送
御
希
望
の
方
は
、
返
信
用
封

簡
（
4
枚
ま
で
∽
円
、
9
枚
ま
で
7
0
円
）

に
切
手
を
貼
っ
て
、
京
都
市
立
看
護
短

大
亀
山
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
本
着
港
歴
史
学
会
会
報
第
三
号

編
集
・
発
行
責
任
者

6
0
4
京
都
市
中
京
区
壬
生
兼
高
田
町
1
の
2

都
市
立
看
護
短
大
内

亀
山
美
知
子
・
洲
脇
絢
子

頒
価
　
二
百
円

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

67
●0
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家
二
三
〇

兵
庫
女
子
短
大
山
崎
雅
代
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